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令和４年度 資料 

                                     
第２学年  国語科学習指導案 

 

      令和○年○月○○日（ ）○校時 
指導者 仙台市立○○小学校 
    教諭  ○○  ○○ 
場 所 ２年１組 教室 

 
 

 

１ 単元（題材）名 「ことばで絵をつたえよう」（Ａ 話すこと・聞くこと） 
 

２ 単元（題材）の目標 

（１）事柄の順序など情報と情報との関係について理解することができる。 

〔知識及び技能〕（２）ア 

 

 

 

（２）相手に伝わるように，行動したことや経験したことに基づいて，話す事柄の順序を考えることができ 

る。                           〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ（１）イ 

（３）言葉がもつよさを感じるとともに，楽しんで読書をし，国語を大切にして，思いや考えを伝え合おう 

とする。                            「学びに向かう力，人間性等」 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 単元で取り上げる言語活動 

 絵の描き方について説明したり，それらを聞いて気付いたことを伝え合ったりする。 
（関連:〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ（２）ア） 

 
  
 
 
 
 

（１）言葉の特徴や使い方に関する事項 

（２）情報の扱い方に関する事項 

（３）我が国の言語文化に関する事項 のいずれの事項かを示す。 

「Ａ 話すこと・聞くこと」 

「Ｂ 書くこと」 

「Ｃ 読むこと」  

のいずれかの領域を示し，

指導事項を確認する。 

・言語活動は，資質・能力を育成するための手段である。 

・上記で設定した単元の目標を実現するために適した言語活動を，言語活動例を参考にして位置付け

る。関連する言語活動例を（ ）書きで記述する。 

・〔主体的に学習に取り組む態度〕の評価において，「粘り強さ」や「自らの学習の調整」を見取るこ

とができるような言語活動を設定する。 

・学習指導要領の３領域の指導事項は，１単元につき１～２に重点化することが望ましい。 

・学習指導要領のどの指導事項を受けた目標なのかを，末尾に記述する。 

・単元を踏まえ，指導事項そのまま，またはその一部を記載する。 

・〔知識及び技能〕と〔思考力，判断力，表現力等〕については，指導事項の文末を「～できる。」

として示す。 

・「学びに向かう力，人間性等」については，いずれの単元においても当該学年の学年目標である

「言葉がもつ価値～思いや考えを伝え合おうとする。」までを示す。 

国語科指導案（小学校）の書き方例 

※        部分は，解説及び注意事項 
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４ 単元（題材）の評価規準  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

事柄の順序など情報と情報との

関係について理解している。

（（２）ア） 

「話すこと・聞くこと」において，

相手に伝わるように，行動したこ

とや経験したことに基づいて，話

す事柄の順序を考えている。 

（Ａ（１）イ） 

進んで，相手に伝わるように話す順

序を考え，学習の見通しをもって説

明したり気付いたことを伝え合った

りしようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 
（２）ア 共通，相違，事柄の順

序など，情報と情報と

の関係について理解す

ること。 

Ａ（１）イ 相手に伝わるように，

行動したことや経験した

ことに基づいて，話す事

柄の順序を考えること。 

※国語科の内容には，「学びに向か

う力，人間性等」に係る指導事項は

示されていない。そのため，当該学

年目標（３）を基に作成する。 
 

学習指導要領の指導事項 

単元の目標と単元の評価規準は対応する。 

・指導事項そのまま，また

はその一部を用いて作成

する。 

・文末を「～している」と

する。 

・一部を用いた場合は，一

年間を通して，当該学年

に示された指導事項を身

に付けることができるよ

うに指導することに留

意。 

・文末を「～しようとしている」と

する。 

・当該単元で育成する資質・能力と

言語活動に応じて作成する。具体

的には， 

→知識及び技能を獲得したり，思

考力，判断力，表現力等を身に

付けたりすることに向けた粘り

強い取組を行おうとする側面 

→上記の取組を行う中で，自らの

学習を調整しようとする側面の

双方を適切に評価するため，そ

れらが必要となる具体的な言語

活動を考えて授業を構想し，評

価規準を設定することが大切で

ある。 

・文末を「～している」と

する。 

・指導し評価する領域（「話

すこと・聞くこと」「書く

こと」「読むこと」）が明確

になるように，指導事項の

冒頭に，指導する一領域を

「（領域名）において，」と

明記する。 

＜主体的に学習に取り組む態度の留意点＞ 

挙手の回数やノートをとっているかなど，性格や行動傾向は

評価対象ではない。 
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＜以下の四つの内容を全て含める＞ 

○「粘り強さ」の側面 

○粘り強さを発揮してほしい内容（中心となる指導事項） 

○「自らの学習を調整しようとする」側面 

○自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

５ 単元（題材）について 

（１）教材（題材）観 

 

 

 

 

（２）児童観（児童の実態） 
 
 

 

 

 

 

 

（３）指導観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜主体的に学習に取り組む態度＞の文言例 

進んで 

相手に伝わるように話す事柄の順序を考え， 

学習の見通しをもって 

説明したり気付いたことを伝え合ったりしよう

としている。 

・教材のもつ価値や内容，教材解釈，単元（題材）の目標を達成するために，この教材のどのよう

なところが適しているのか，などを記述する。 

・これまでの国語科の授業での実態を振り返ったり，本単元に関わる調査を基に児童の実態を記

述したりする。 

・同系統の既習事項でどのような学習を行い，どのような言葉の力が身に付いたのか，また身に

付いていない言葉の力はどのような力かを記述する。 

・（１）教材観，（２）児童観を受けて，具体的な指導上の工夫，支援の方法などを具体的に記述

する。 

・目標達成に向けて，どのような言語活動をどのように取り入れるかを記述する。 

・校内研究等のテーマと関連があるときは，それについても記述する（別に項立てしてもよい）。 

言語活動そのものを評価するのではない。 
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（
本
時
） 

６ 指導と評価の計画（５時間扱い 本時３/５） 

※単元の目標，単元の評価規準を踏まえ，評価場面や評価方法等を計画する。 

※記録に残す評価を計画的に行う。 

時 主な学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ 

○絵の描き方の説明をすると 

 いう学習の見通しをもつ。 

 

・児童の伝えたいという思いを引 

き出したり，例を示したりし 

て，学習への意欲を高め，学習 

の見通しが持てるようにする。 

 

 

２ 

○「石川さんのせつめい」を 

 聞いて，気付いたことや考 

えたことを話し合う。 

 

・順序を表す言葉を使っているこ

と，冒頭で何について話すかを

言ってから説明していること，

形や大きさ，場所，向きなどを

話していることを確認する。 

 

 

 

［知・技］ 

・順序を表す言葉，冒頭で 

何について話すかの提 

示，形や大きさ，場所， 

向きなど様子が分かる説 

明，といった話す内容の 

確認。 

（ノート） 

３ 
○絵を選んで，説明の仕方を 

 考える。 

 

 

・相手に分かりやすい説明になっ 

ているかどうか，「石川さんのせ 

つめい」で学んだことを生かし 

て，話す順序を考えるよう促す。 

 

［思・判・表］ 

・カードの並び順とその順 

序にした理由の確認。 

（ワークシート） 

 

［主］ 

・他者との交流を通して並 

び順を見直している様子 

の確認・分析。 

（観察・ワークシート） 

 

４ 

 

○絵の描き方を説明したり， 

 気付いたことを伝え合った 

りして，話す順序を見直

す。 

・互いの説明の分かりやすかった 

 点や，迷った点などを伝え合い， 

より分かりやすい説明になるよ 

うに，修正させていく。 

５ 

○単元の学習を振り返り，相

手に分かりやすく説明する

ために気を付けることを確

かめる。 

・自分が説明したり，友だちの説 

明を聞いたりしたことを通し

て，自分が身に付けたことは何

かを確かめさせる。 

［思・判・表］ 

・記述内容の確認。 

（ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

当該単元の指導事項に基づく

指導をしていない段階におい

ては，当該単元として記録に

残す評価をしない時間も有り

得る。 

児童主体で記述する。 

教師主体で記述する。 

評価時期と評価方法を明確にする。 

その上で，まとめて評価をすることも有り得る。 

「第○次」として指導の段階のまとまりを表すこともある。 

「単元（題材）の評価規準」を，各時間の学習に

合わせて，更に具体的に記述する。 
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７ 本時の指導 

（１）ねらい   

・順序を表す言葉を使ったり，何について話すのかを冒頭に明示したりしながら，話す事柄の 

順序を考えることができる。 

 

 

 

（２）指導過程（３時間／５時間）                        

段

階 

主な学習活動 主な発問と指示（○） 

予想される児童の反応（・） 

指導上の留意点 

評価規準（評価方法） 

導

入 

 

１ 本時の学習のねらい

と見通しを確認する。 

 

 

○今日は，自分で絵を選び，その描き

方を言葉だけでどのように説明した 

ら描きやすいかを考えます。 

 

 

 

展

開 

２ 説明する絵を選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

３ 前時に学んだことを

振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 説明の順序を考える。 

○どの絵を描いてみたいか，次の中か

ら選びましょう。 

 ・三角の形を使っている，傘の絵を 

描いてみたいな。 

 ・わたしは，丸と四角を組み合わせ 

  た車を選ぼう。 

 

○石川さんは，分かりやすい説明をす 

るために，どんなことに気を付けて 

いましたか。 

・「はじめに」「つぎに」「さいごに」 

と，順序を表す言葉を使っていま 

した。 

 ・何を書くのかを言ってから説明し

ていました。 

 ・描く物の大きさや場所を話してい

ました。 

○自分が選んだ絵を，友だちに描いて 

もらうために，何をどのような順序 

で説明したら分かりやすいか，考え 

ましょう。 

・自分が，どんな順で絵を描いたか， 

もう一度確かめてみよう。 

 

 

・教師側で，数種類の絵を予め用 

意しておき，児童に選ばせる。 

絵は，複雑なものにならないよ 

うに注意する。 

 

・前時に学習した，石川さんの説 

 明の仕方の例を振り返らせる。 

それが，分かりやすい説明のた 

めの視点（身に付けさせたい言 
葉の力）となるようにする。 

 

 

 

 

・自分が絵を描くときに，どのよ 

うな順序で描いたかを想起し，

それを基に話す事柄を書き出し

順序を考えるよう助言する。 

 

友だちが絵を描きやすいように，説明の順序を考えよう 

・単元の目標（指導事項）との整合性に留意し，本時では，身に付けさせたい力として，更に

具体化，焦点化する。 

・早い段階で，学習のねらいを具

体的に示す。その際，活動のみ

の確認にならないように注意す

る。 

・本時の目標を達成するための学

習課題を，児童向けの言葉で記

述する。 

・「発問」と「指示」の文言を，よく吟味する。 

・「予想される児童の反応」は，可能な限り数多く想定しておく。 

［思・判・表］ 

・カードの並び順と，その 

順序にした理由の確認。 

（ワークシート） 
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（３）評価 

※児童の学習改善や教師の指導改善につなげる。 

 

（４）板書計画 

 

   

 

 

 

（５）その他 

本時の評価規準 

（例）・順序を表す言葉を使ったり，何について話すのかを冒頭に明示したりしな

がら，話す事柄の順序を考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

「十分満足できる」

と判断される児童の

状況 

（例）・順序を表す言葉を使ったり，何について話すのかを冒頭に明示したりする

ことについて，その理由を明確にしながら話す順序を考えている。 

 

 

 

 

「努力を要する」 

状況と判断される 

児童への手立て 

（例）・「はじめに」「つぎに」「さいごに」と順序を表す言葉を明示したワークシ

ートを使用し，実際に選んだ絵を描きながら，説明する事柄を記入できる

ように個別に助言する。 

 

 

 

・本時のめあてや学習の手掛かり，児童の学びの軌跡など，児童の学習の助けとなるように内

容を精選し，構造化する。 

・座席表，ワークシート，授業に関連するものがあるときは添付する。 

・「おおむね満足できる」具体的な状況を記述し，文末は「～している」

とする。 

・「６ 指導と評価の計画」を踏まえ，本時のねらいに即した評価規準が

入る。その状況を実現した児童がＢ評価となる。 

 

・Ｂの状況を実現している者のうち，内容に高まりや広がり，深まりが

見られる児童がＡとなるため，Ａと判断される状況は一様ではない。 

・Ｂの状況を実現するための指導や支援の具体的な手立てを記述する。 


